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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！
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今月
の

ベス
トシ
ョッ
ト

ラン
ナー
が大
正村
を駆
け抜
けた

　3月
15日

、明
智町
で第

31回
日本
大

正村
クロ
スカ
ント
リー
が開
催さ
れ、
県

内外
から

1,66
5人が

出場
しま

した
。

コー
スは

10 マ
イル
、6マ

イル
、2マ

イル
の 3

コー
ス。
晴天
に恵
まれ
たこ

の日
、ラ
ンナ
ーた
ちは
、豊
かな
自然
と

大正
ロマ
ンの
薫る
町並
みを
、日
ごろ
鍛

錬し
た力
を発
揮し
て、
さっ
そう
と走
り

抜け
まし
た。
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『本年度のまちづくり』

今回の広報には「平成 27年度休日在宅歯科当番表」「青と緑と太陽」が折り込んであります。読むときは、外してお読みください。



　

２
月
２６
日
に
開
か
れ
た
こ
と
し
の
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
可
知
市

長
は
本
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
こ
と
し
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
市
政

を
進
め
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

次
世
代
に
つ
な
げ
る
新
計
画
を
策
定

　

 

計
画
の
達
成
率
は
88
・
８
％

　
本
市
は
、
旧
恵
那
市
と
恵
南
町
村
で
構

成
さ
れ
た
合
併
協
議
会
で
示
さ
れ
た
新
市

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
基
本
に
、「
人
・
地
域
・

自
然
が
調
和
し
た
交
流
都
市
」
を
将
来
像

と
す
る
市
総
合
計
画
を
策
定
し
、
合
併
後

の
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
計
画
は
、
平
成
１８
か
ら
２２
年
度
ま

で
を
前
期
、
平
成
２３
か
ら
２７
年
度
を
後
期

と
し
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
総
合
計
画
の
両
輪
と
し
て
策
定
し

た
行
財
政
改
革
大
綱
は
、
総
合
計
画
と
同

様
に
５
年
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
、
第

１
次
と
第
２
次
の
大
綱
に
基
づ
い
て
策
定

し
た
行
動
計
画
に
従
い
、
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
の
９
年
間
は
、
新
市
の
基
盤

づ
く
り
の
た
め
、
１
市
５
町
村
の
速
や
か

な
一
体
性
の
確
立
と
融
合
を
最
優
先
と
し

た
施
策
を
一
つ
ず
つ
築
き
上
げ
て
き
ま
し

た
。
平
成
１８
か
ら
２７
年
度
ま
で
の
１０
年
間

の
総
合
計
画
上
で
の
事
業
完
了
の
見
込
み

は
、
金
額
換
算
で
１
０
２
７
億
円
ほ
ど
、

計
画
額
に
対
し
て
は
８８
・
８
㌫
の
達
成
率

と
な
る
見
込
み
で
す
。
行
財
政
改
革
行
動

計
画
で
は
、
件
数
換
算
で
約
７５
㌫
、
削
減

効
果
額
で
は
約
８３
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
平
成
２７
年
度
は
、
総
合
計
画
と
行
財
政

改
革
大
綱
の
完
結
年
度
を
迎
え
る
た
め
、

そ
の
集
大
成
と
し
て
、
残
さ
れ
た
課
題
達

成
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
特
に
、
本
市
の
中
核
的
医
療
機
関
と

し
て
そ
の
機
能
を
充
実
さ
せ
た
市
立
恵
那

病
院
再
整
備
事
業
は
、
平
成
２８
年
の
開
院

を
目
指
し
て
本
格
的
に
着
手
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
雇
用
の
創
出
と
地
域
経
済
の
活

性
化
な
ど
を
強
く
進
め
る
た
め
の
、
恵
那

西
工
業
団
地
の
開
発
事
業
に
も
着
手
す
る

な
ど
、
施
策
の
推
進
に
向
け
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　

 

施
策
で
人
口
減
少
に
歯
止
め

　
わ
が
国
の
人
口
は
、
平
成
１８
年
に
減
少

に
転
じ
、
出
生
率
の
低
下
に
伴
う
少
子
化

と
高
齢
化
が
大
き
く
進
展
し
て
い
く
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
も
そ
れ
を

例
外
と
し
て
捉
え
る
こ
と
な
く
、
平
成
２３

年
度
か
ら
５
年
間
の
総
合
計
画
後
期
計
画

で
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

の
施
策
の
展
開
を
本
市
の
最
重
要
課
題
と

し
て
き
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
平
成
２７
年
の
目
標
人
口
を

５
万
３
０
０
０
人
に
設
定
し
て
、
人
口
減

少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
し
、
少
子

化
対
策
な
ど
五
つ
の
重
点
戦
略
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
年
１
月

１
日
現
在
の
人
口
が
５
万
３
０
４
７
人

と
、
設
定
し
た
目
標
人
口
に
向
け
て
推
移

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昨
年
５
月
８
日
に
日
本
創
生

会
議
が
将
来
人
口
の
推
移
を
試
算
し
た
結

果
、
全
国
の
市
町
村
の
半
数
が
「
消
滅
可

能
都
市
」
と
さ
れ
、
県
内
で
も
、
本
市
を

含
め
た
１７
市
町
村
が
そ
の
対
象
で
あ
る
こ

と
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
本
市
独
自
の
将
来
人
口
推
計
で

は
、
平
成
３２
年
に
は
４
万
８
２
０
０
人
、

平
成
３７
年
に
は
４
万
５
１
０
０
人
と
な

り
、
総
合
計
画
後
期
計
画
の
目
標
人
口
に

総
合
計
画
と
行
革
を
総
仕
上
げ

し
て
い
る
平
成
２７
年
の
５
万
３
０
０
０
人

よ
り
も
７
９
０
０
人
少
な
く
な
る
と
の
試

算
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
本
市
の
財
政
運
営
で
も
、
今
後
は

一
層
の
厳
し
さ
を
増
し
て
き
ま
す
。特
に
、

歳
入
の
５０
㌫
程
度
を
占
め
る
地
方
交
付
税

の
う
ち
普
通
交
付
税
で
、
市
町
村
合
併
に

よ
る
優
遇
的
特
例
措
置
が
平
成
２６
年
度
に

終
了
す
る
た
め
、
交
付
額
が
平
成
２７
年
度

か
ら
５
年
間
に
か
け
て
段
階
的
に
縮
小
さ

れ
ま
す
。
総
務
省
で
は
、
基
礎
自
治
体
が

合
併
に
よ
り
面
積
が
拡
大
す
る
中
で
、
合

併
時
点
で
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
財

政
需
要
に
関
し
て
交
付
税
算
定
に
加
算
す

る
措
置
を
講
じ
ま
し
た
が
、
多
額
の
削
減

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

 

目
標
達
成
に
向
け
て
努
力

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
の
次
な

る
１０
年
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

た
め
に
、
第
２
次
総
合
計
画
と
第
３
次
行

財
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
つ
い
て
、
昨
年

両
審
議
会
に
諮
問
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
新
市
誕
生
以
来
、
ま
ち
づ

く
り
の
道
し
る
べ
と
し
て
き
た
総
合
計
画

と
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
施
策
の
総

仕
上
げ
と
、
次
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
の

次
期
総
合
計
画
と
第
３
次
行
財
政
改
革
の

策
定
を
控
え
て
い
ま
す
。
真
摯
に
施
政
運

営
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
各
部
課
な
ど

が
、
組
織
を
挙
げ
て
目
標
達
成
に
向
け
て

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

本年度のまちづくり特
集

施政方針

▲市議会定例会で施政方針を説明する可知市長
▲市が行う事業計画の基となって
いる総合計画書

▲来年の開院を目指す市立恵那病院のイメージ図

▲「人・地域・自然が調和した交流都市」を将来像としてまちづくりを行ってきた本市
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自主財源

(38.3％
）

104億8,677万
円

依
存
財
源
(61.7％)168億2,323万円

義務的経費(41.5％
)113億

4,174万円

その他
経
費
(48.6％

)132億
6,788万円 投資的経費

   （9.9%）
27億0,038万

円
使用料及び手数料
（１.４％）
３億９,２５６万円

諸収入など（２.７％）
７億４,００１万円

繰越金
（１.８％）
５億円

市税（２５.４％）
６９億５,０００万円

市債（９.２％）
２５億１,５３０万円

譲与税など（５.０％）
１３億３,０６０万円

地方交付税（３３.１％）
９０億４,０００万円

県支出金（７.５％）
２０億４,６１７万円

国庫支出金（６.９％）
１８億９,１１６万円

民生費（２６.２％）
７１億７,２４０万円

公債費（１３.７％）
３７億３,６３０万円

衛生費（１８.０％）
４９億２,１８０万円総務費（１１.２％）

３０億５,３９０万円

土木費（７.４％）
２０億１,７７０万円

教育費（９.６％）
２６億１,６７０万円

農林水産業費（４.７％）
１２億７,５００万円

消防費（５.５％）
１４億９,１９０万円

商工費（２.６％）
７億２,３６０万円

議会費（０.８％）
２億１,９６０万円

労働費（０.２％）
５,１１０万円
予備費（０.１％）
３,０００万円

人件費（１７.１％）
４６億７,４１７万円

扶助費（１０.７％）
２９億３,１２７万円

公債費（１３.７％）
３７億３,６３０万円

普通建設費（９.９％）
２７億０,０３８万円

物件費（１８.４％）
５０億１,３６０万円

補助費など（９.１％）
２４億８,７９０万円

繰出金（１１.７％）
３２億０,１７９万円

その他（９.４％）
２５億６,４５９万円

繰入金（５.８％）
１５億８,６３１万円

市
全
体
で
は
約
３２
億
８
千
万
円
の
増

　

予
算
規
模
は
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
一

般
会
計
で
は
８
億
５
０
０
０
万
円
（
３
・

２
㌫
）
増
額
の
２
７
３
億
１
千
万
円
、
特

別
会
計
で
は
８
億
６
９
３
０
万
円
（
５
・

５
㌫
）
増
額
の
１
６
６
億
１
２
５
０
万

円
、
企
業
会
計
で
は
１５
億
６
２
８
０
万
円

（
１９
・
２
㌫
）
増
額
の
９７
億
０
９
０
０
万
円

で
す
。
全
会
計
の
合
計
で
は
３２
億
８
２
１

０
万
円
（
６
・
５
㌫
）
増
額
の
５
３
６
億
３

１
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
増
額
の
主
な
要
因
は
、
恵
那
病
院
再
整

備
事
業
に
一
般
会
計
か
ら
の
出
資
金
１８
億

７
７
２
０
万
円
と
、
企
業
会
計
の
病
院
事

業
会
計
で
再
整
備
事
業
費
２３
億
０
４
５
０

万
円
を
計
上
し
た
こ
と
で
す
。

市
税
は
昨
年
度
比
１
・
４
％
の
減

　
一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税

で
穏
や
か
な
景
気
回
復
の
基
調
を
見
込
み

７
・
１
㌫
の
増
、
固
定
資
産
税
は
評
価
替

え
の
影
響
か
ら
２
・
１
㌫
の
減
と
な
る
な

ど
、
市
税
全
体
で
は
１
億
円
（
１
・
４
㌫
）

の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
地
方
消
費

税
交
付
金
は
、
昨
年
４
月
の
消
費
税
率
引

上
げ
に
よ
り
１
億
７
６
０
０
万
円
の
増

額
、
地
方
交
付
税
は
、
合
併
算
定
替
え
の

縮
減
を
受
け
、
普
通
交
付
税
で
２
億
１
０

０
０
万
円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
活
用
す
る
合
併
特
例
債

は
、
７
億
８
３
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

い
、
工
業
団
地
関
係
で
は
、
市
土
地
開
発

公
社
が
施
工
す
る
恵
那
西
工
業
団
地
の
整

備
を
支
援
す
る
と
と
も
に
進
入
路
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、
健
康
寿
命
の
延

伸
の
目
標
に
向
け
て
「
健
幸
都
市
え
な
」

を
目
指
し
た
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
三
学
の
精
神
を
基
本
理
念
と
し
た
生

涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
、
生
涯
学
習
市
民
三
学
運
動
を
推
進
し

ま
す
。
公
立
幼
稚
園
と
保
育
園
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
し
、
新
し
い
こ
ど
も
園
の
運
営
を

開
始
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
を
見
直
し
て
改
定

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
で
、
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事

業
の
対
象
事
業
拡
大
な
ど
に
よ
り
増
額
、

介
護
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
で
は
、

保
険
給
付
費
の
上
昇
に
よ
り
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
介
護
保
険
料
で
は
第
６
期
事
業

計
画
に
基
づ
い
て
見
直
し
、
平
均
１１
・
２

㌫
増
の
改
定
を
行
う
予
定
で
す
。
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
岩
村
浄
水
場
と

木
の
実
浄
水
場
が
完
成
す
る
こ
と
か
ら
減

額
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
市
浄

化
セ
ン
タ
ー
と
岩
村
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
耐

震
と
長
寿
命
化
の
事
業
を
行
う
た
め
増
額

と
な
り
ま
す
。

　
企
業
会
計
で
は
、
水
道
事
業
会
計
で
、

老
朽
管
と
調
整
池
の
更
新
事
業
費
、
病
院

事
業
会
計
で
は
、
恵
那
病
院
の
再
整
備
事

業
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。

将
来
の
計
画
「
第
２
次
総
」
を
策
定

　
歳
出
で
は
、
市
の
将
来
像
「
人
・
地
域
・

自
然
が
調
和
し
た
交
流
都
市
」
の
実
現
を

目
指
す
と
と
も
に
、
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
市
の
実
現
に
向
け
た
経
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
始
ま
る
第
２
次
総
合
計
画
と
第
３
次
行

財
政
改
革
大
綱
の
策
定
で
す
。
リ
ニ
ア
関

係
で
は
、
都
市
間
道
路
の
予
備
設
計
を
行

一般会計歳入一般会計歳出

本年度のまちづくり特
集

本年度予算

会　計 予算額 増減率

一 般 会 計 ２７３億１,０００万円 ３.２％

特 別 会 計 １６６億１,２５０万円 ５.５％

国民健康保険事業特別会計 ６５億５,３００万円 １１.６％

介護保険特別会計 ５６億４,６５０万円 １.９％

簡易水道事業特別会計 １２億６,１８０万円 △２２.６％

農業集落排水事業特別会計 ２億１,１５０万円 △１０.９％

公共下水道事業特別会計 ２２億９,５７０万円 ２５.４％

遠山財産区特別会計 ３０万円 ０.０％

上財産区特別会計 ９０万円 ０.０％

後期高齢者医療特別会計 ６億４,２８０万円 ２.３％

企 業 会 計 ９７億０,９００万円 １９.２％

水道事業会計
収益的収支 ９億１,７００万円 △５.９％

資本的収支 ３億７,５４０万円 ５１.２％

病院事業会計
収益的収支 ４０億８,７５０万円 △２.４％

資本的収支 ２５億３,６８０万円 １７５.１％

介護老人保健
施設事業会計

収益的収支 ５億０,８９０万円 △２.８％

資本的収支 ４,９８０万円 ３１.７％

国民健康保険診
療所事業会計

収益的収支 ７億３,７２０万円 △１.７％

資本的収支 ２,７１０万円 ２９.７％

介護老人福祉
施設事業会計

収益的収支 ４億３,９３０万円 △４.４％

資本的収支 ３,０００万円 ２７.７％

予 算 総 額 ５３６億３,１５０万円 ６.５％

平成２７年度会計別予算額

一般会計２７３億1千万円
昨年度よりも３.２％増額
　平成２７年度の市の予算が決まりました。本年度は総合計画と第３次行財政改革大

綱の総仕上げの年です。同時に、平成 28 年度から 10 年間の市のあるべき姿を見据

えて、新しい計画の策定に取り組みます。予算では、重点施策である「リニアまち

づくり」「観光のまちづくり」「健
けんこう

幸のまちづくり」「生涯学習のまちづくり」を推進

し、「人・地域・自然が調和した交流都市」の実現を目指します。

□問い合わせ　財務課志２６-２１１１（内線４３６）

歳入

目的別性質別

分担金及び負担金
（１.２％）
３億１,７８９万円

▼
運
動
な
ど
で
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す「
健

幸
都
市
え
な
」
を
推
進
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自
主
財
源
は
３８
％
、依
存
財
源
は
６２
％

　

市
税
収
入
や
分
担
金
・
負
担
金
、
使
用

料
・
手
数
料
や
繰
入
金
な
ど
を
合
わ
せ
た

自
主
財
源
は
３８
・
３
㌫
、
地
方
交
付
税
や

地
方
債
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源

は
、
６１
・
７
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
税
収
入
は
、
法
人
市
民
税
で
前
年
度

比
７
・
１
㌫
の
増
、
固
定
資
産
税
で
２
・
１

㌫
の
減
を
見
込
ん
で
い
る
他
、
個
人
市
民

税
で
２
・
２
㌫
の
減
、
軽
自
動
車
税
で
６
・

７
㌫
の
増
、
市
た
ば
こ
税
で
４
・
１
㌫
の

減
、
入
湯
税
で
１１
・
４
㌫
の
減
な
ど
、
市

税
全
体
で
１
・
４
㌫
減
の
６９
億
５
０
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
地
方
交
付
税

は
、
平
成
２７
年
度
か
ら
始
ま
る
普
通
交
付

税
の
合
併
算
定
替
え
の
段
階
的
な
縮
減
に

よ
り
、
平
成
２７
年
度
は
そ
の
１
割
が
削
減

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
２
・
３
㌫
減
の
９０
億

４
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
と

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
給
付
事

業
補
助
金
が
減
額
と
な
る
な
ど
５
・
６
㌫

の
減
少
。
繰
入
金
は
、
恵
那
病
院
再
整
備

事
業
へ
の
出
資
金
の
原
資
と
し
て
病
院
施

設
等
整
備
基
金
を
１４
億
３
２
２
０
万
円
取

り
崩
す
た
め
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
市
債
は
４
億
４
７
５
０
万
円
（
１５
・
１

㌫
）
減
額
の
２５
億
１
５
３
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
が
、
後
年
度
に
交
付
税
措
置

の
あ
る
過
疎
債
や
合
併
特
例
債
な
ど
有
利

な
市
債
を
活
用
し
、
将
来
の
負
担
が
重
く

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

目
的
別
で
は
民
生
費
が
全
体
の
２６
％

　
一
般
会
計
の
歳
出
を
目
的
別
に
見
る

と
、
民
生
費
が
２６
・
２
㌫
を
占
め
、
続
い

て
衛
生
費
が
１８
・
０
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
費
で
は
、
こ
ど
も
園
の
管
理
運
営
や

臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特

上
し
ま
し
た
。
教
育
費
は
、
小
中
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
事
業
費
や
屋
内
運
動

場
の
非
構
造
部
材
耐
震
化
工
事
、
中
山
道

広
重
美
術
館
で
の
指
定
管
理
委
託
、山
岡
・

岩
村
・
明
智
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間

委
託
を
行
い
ま
す
。
消
防
費
で
は
、
消
防

救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

を
行
い
、
商
工
費
で
は
、
昨
年
か
ら
始
ま

っ
た
恵
那
峡
再
整
備
事
業
や
清
流
の
国
ぎ

ふ
観
光
回
廊
づ
く
り
推
進
事
業
を
行
う

他
、
恵
那
西
工
業
団
地
の
整
備
を
進
め
ま

す
。
な
お
歳
出
総
額
２
７
３
億
１
０
０
０

万
円
は
、
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
５１
万
４
７
９
７
円
と
な
り
ま
す
。

処
遇
改
善
で
臨
時
職
員
人
件
費
が
増

　
性
質
別
の
義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費

が
臨
時
職
員
の
処
遇
改
善
を
行
う
た
め
１

億
４
３
８
４
万
円
の
増
額
と
な
り
、
公
債

費
は
25
と
26
年
度
に
繰
上
償
還
を
行
っ
た

た
め
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
扶
助
費
は
障

が
い
者
の
自
立
支
援
給
付
や
生
活
保
護
費

が
増
加
、
福
祉
医
療
費
や
児
童
手
当
な
ど

は
少
子
化
で
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
で
は
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ

ル
無
線
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
や
恵
南
衛
生

セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
、
恵
那
峡
再
整
備
事

業
、
清
流
の
国
ぎ
ふ
観
光
回
廊
づ
く
り
推

進
事
業
、
道
路
改
良
事
業
、
消
防
器
具
庫

建
設
工
事
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。
昨
年

度
よ
り
５
億
５
４
２
３
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
と
長
寿
命
化
事
業

で
、
ま
た
病
院
事
業
会
計
で
は
恵
那
病
院

再
整
備
事
業
で
増
加
し
て
お
り
、
市
全
体

で
は
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
全
て
の
地
域
の
子
ど
も
に
共
通

の
幼
児
教
育
を
行
う
た
め
、
公
立
幼
稚
園

と
保
育
園
が
４
月
か
ら
「
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
は
、
開
設
時
間

の
延
長
支
援
を
行
う
な
ど
内
容
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
市
内
全
小
学
校
区
で
の
開

設
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
で
は
、
６
月
に
「
健
幸
都

市
宣
言
」
を
行
い
、
健
康
寿
命
の
延
伸
の

目
標
に
向
け
て
、「
創つ

く

る
健
康
」
と
「
守

る
健
康
」
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
、
ま
ち

全
体
で
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま

た
生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防
や
合
併
症
な

ど
重
症
化
予
防
対
策
と
し
て
、
特
定
健
診

や
が
ん
検
診
、
予
防
接
種
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　
市
立
恵
那
病
院
の
再
整
備
で
は
、
平
成

28
年
１１
月
の
開
院
を
目
指
し
て
病
院
本
体

の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
病
床
数
１
９
９

床
、
産
婦
人
科
を
含
め
20
科
の
診
療
科
を

基
本
に
、
市
の
中
核
的
な
医
療
機
関
と
し

て
の
機
能
を
充
実
す
る
こ
と
で
、
地
域
医

療
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
に
基
づ
き

中
山
道
沿
い
に
（
仮
称
）
上う

わ

宿じ
ゅ
く

ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
を
整
備
し
、
観
光
客
や
地
域
の
人

た
ち
が
集
う
空
間
を
創
出
し
、
ま
ち
中
を

歩
く
人
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　
防
災
対
策
で
は
、
気
象
や
被
害
予
測
の

情
報
を
入
手
す
る
仕
組
み
の
導
入
や
防
災

備
蓄
品
の
購
入
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
消
防
で
は
、
消
防
・
救
急
活

動
の
高
度
化
な
ど
の
た
め
、
消
防
救
急
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
を
行
い
ま
す
。

  

移
住
・
定
住
対
策
で
は
、
引
き
続
き
恵

那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
ふ
る
さ
と
活
性
化
協
力
隊
事
業
や
定

住
セ
ミ
ナ
ー
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
、
定

住
促
進
奨
励
金
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
で
は
、
本
年
度
完
成
予
定
の

岩
村
町
と
山
岡
町
で
進
め
て
き
た
統
合
簡

易
水
道
事
業
と
、
上
矢
作
町
木
の
実
地
区

の
水
道
未
普
及
地
区
の
解
消
事
業
を
行
い

ま
す
。
下
水
道
の
奥
戸
処
理
区
と
岩
村
処

理
区
で
は
、
引
き
続
き
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
化
と
長
寿
命
化
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

健
や
か
で
若
さ
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
（
健
康
・
福
祉
）

市
立
恵
那
病
院
の
本
体
工
事
に
着
手

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
全
な
ま
ち
（
生
活
環
境
）

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
を
図
る

※平成２７年１月１日現在の住民基本台帳と外国人登録
の人口、５３,０５０人で計算しています

市民１人当たりの額（年間）例
給
付
金
の
給
付
を
行
い
ま
す
。
ま
た
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
や
介
護
保
険

特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

へ
の
操
出
金
な
ど
が
増
額
し
て
い
ま
す
。

衛
生
費
は
、
恵
那
病
院
の
再
整
備
事
業
へ

の
出
資
や
恵
南
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
解
体
を

行
う
他
、
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

費
を
計
上
し
ま
し
た
。
総
務
費
で
は
、
個

人
番
号
制
度
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
改
修
費
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
な

ど
の
経
費
、
定
住
促
進
対
策
事
業
費
を
計

本年度のまちづくり特
集

本年度予算主な事業

使われる金額 納める市税の額

民生費

１３５,２０１円

固定資産税

６２,４２８円

衛生費

９２,７７７円

市民税

５２,８３７円

公債費

７０,４３０円

市たばこ税

７,０９３円

総務費

５７,５６６円

都市計画税

５,２２９円

教育費

４９,３２５円

軽自動車税

２,５６４円

その他
１１０,４９８円

その他
８５７円

合計
５１４,７９７円

合計
１３１,００８円

▲窓の補強などの耐震化工事をする市浄化センター

▼建設が始まる現在の市立恵那病院の東側の敷地こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

歴史的風致維持向上事業 ３,５００万円

消防通信のデジタル化推進事業 ５億２,７００万円

ヘリポート整備事業 ４００万円

エコセンター恵那じん芥処理施設維持管理 ７億２,７００万円

恵那暮らしサポートセンター運営事業 ９００万円

定住促進奨励金事業 １,３００万円

岩村簡易水道・山岡簡易水道統合事業 ３億４,６００万円

上矢作簡易水道未普及地域解消事業 １億１,０００万円

下水道建設事業（奥戸処理区、岩村処理区） ９億６,４００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

放課後児童健全育成対策事業 ６,０００万円

児童手当・児童扶養手当給付事業 ９億８,６００万円

妊産婦健康診査事業、母子健康指導、乳幼児検診事業など ５，６００万円

子ども福祉医療費助成事業 １億７,２００万円

こども園の運営 １１億６,０００万円

健康づくりの推進事業 ４００万円

予防接種事業 １億３,９００万円

医師・看護師など確保対策事業 １,３００万円

市立恵那病院再整備事業 ２３億0 ,５００万円
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「
市
三
学
の
ま
ち
推
進
計
画
」
の
基
本

理
念
に
基
づ
き
、
市
民
大
学
「
恵
那
三
学

塾
」
と
題
し
、
三
学
の
ま
ち
講
座
や
大
学

連
携
講
座
、
出
前
講
座
、
各
地
区
の
コ
ミ

セ
ン
で
行
う
市
民
講
座
な
ど
を
開
催
し
ま

す
。
中
央
図
書
館
で
は
、
図
書
の
購
入
や

学
校
と
各
地
区
の
コ
ミ
セ
ン
と
連
携
し
て

読
書
活
動
の
支
援
を
し
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
教
育
基
本
法
に
基
づ

き
、
市
が
取
り
組
む
教
育
の
方
向
性
を
示

す
教
育
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
は
学
力
向
上
に
効
果
的
で
あ
る
こ

と
か
ら
モ
デ
ル
校
を
指
定
し
て
実
践
し
、

ま
た
不
登
校
や
い
じ
め
対
策
と
し
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
の
調
査
を
実
施
す
る
な

ど
未
然
の
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
コ
ミ
セ
ン
改
修
事
業
で
は
、
笠
置
町
と

岩
村
町
で
振
興
事
務
所
と
の
連
携
を
図
る

た
め
、
改
修
に
向
け
て
の
設
計
を
行
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や

体
操
な
ど
身
近
な
運
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
で
は
、
年
間
を

通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
大
会
な
ど
を
開

催
し
、
入
場
者
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　
広
報
紙
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
音
声
告
知

器
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
を
活
用
し
、

市
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　
地
域
の
元
気
発
信
事
業
で
は
、
市
民
活

動
団
体
な
ど
が
自
主
的
に
取
り
組
む
創
意

と
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

助
成
を
行
い
、
地
域
資
源
の
活
用
や
交
流

人
口
の
拡
大
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
事
業
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

  

13
の
地
域
自
治
区
で
展
開
さ
れ
て
い
る

地
域
づ
く
り
事
業
は
、
引
き
続
き
地
域
の

発
展
と
活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。
ま
た
住
民
と
行
政
の
中
間
支
援
組

織
と
な
る
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会
と
の

連
携
を
深
め
、
市
民
活
動
推
進
助
成
事
業

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
現
在
の
総
合
計
画
と
行
財
政
改
革
大
綱

は
本
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
新
た
な
政

策
や
施
策
の
推
進
と
永
続
的
に
自
立
で
き

る
経
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
両
立
を
図
る

た
め
、
28
年
度
か
ら
開
始
す
る
「
第
２
次

総
合
計
画
」
と
「
第
３
次
行
財
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

恵
那
西
工
業
団
地
の
整
備
事
業
の
推
進

や
工
業
誘
致
調
査
、
奨
励
金
の
交
付
な
ど

企
業
立
地
を
促
進
し
ま
す
。
観
光
で
は
、

引
き
続
き
自
然
環
境
を
生
か
し
た
恵
那
峡

再
整
備
事
業
と
「
歴
史
と
道
と
人
と
の
ふ

れ
あ
い
」
を
生
か
し
た
清
流
の
国
ぎ
ふ
観

光
回
廊
づ
く
り
推
進
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
エ
ー
ナ
」

や
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た

観
光
宣
伝
を
行
い
、
観
光
客
の
誘
客
に
努

め
ま
す
。

　
県
の
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
で
は
、

中
野
方
町
で
「
恵え

な那
栗ぐ

り

」
の
生
産
拡
大
の

た
め
20
㌶
の
ク
リ
園
の
造
成
を
行
い
、
串

原
・
明
智
・
上
矢
作
地
区
で
は
農
業
用
水

や
農
道
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
や
鹿
、
猿
に
よ
る
農
産
物
被

害
対
策
事
業
は
、
引
き
続
き
電
気
牧
柵
の

設
置
補
助
と
捕
獲
お
り
の
貸
与
や
狩
猟
者

の
支
援
、
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
森
林
整
備
で
は
、
森
林
の
有
す
る
多

面
的
な
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
、
間
伐
事
業
や
保
全
整
備
な
ど
を
推

進
し
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
の
関
係
で
は
、
市
民
委
員
会
が

ま
と
め
た
リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
基

づ
い
て
、
都
市
間
道
路
の
予
備
設
計
や
通

過
地
区
の
大
井
町
や
武
並
町
で
の
基
盤
施

設
概
略
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
長
島
町
正
家
地
区
で
は
、
新
た
に
良
好

な
市
街
地
を
形
成
す
る
た
め
12
・
７
㌶
の

土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
本

年
度
は
都
市
計
画
の
決
定
と
事
業
認
可
に

向
け
た
調
査
を
行
い
ま
す
。

  

市
道
の
改
良
で
は
、
東
野
地
区
の
袖そ

で
ば
た畑

笠か
さ

作づ
く
り

線
、
岩
村
地
区
の
山
上
踏
切
の
改

良
、
串
原
地
区
の
大
竹
松
本
線
な
ど
の
整

備
や
、
住
民
の
生
活
基
盤
と
な
る
生
活
道

路
の
整
備
、
維
持
修
繕
、
橋
り
ょ
う
点
検
、

交
通
安
全
対
策
な
ど
を
行
い
ま
す
。

  

山
岡
町
と
串
原
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

は
、
セ
ン
タ
ー
改
修
を
行
い
本
年
度
で
完

成
し
ま
す
。
地
籍
調
査
事
業
は
、
新
た
に

長
島
町
久
須
見
地
区
と
笠
置
町
影
岩
地
区

を
加
え
て
１４
地
区
で
事
業
を
進
め
ま
す
。

　
各
地
域
の
生
活
の
足
を
確
保
す
る
た

め
、
バ
ス
運
行
に
対
す
る
補
助
金
を
交
付

し
、
バ
ス
路
線
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思
い
や
り
と
文
化
を
育
む
人
づ
く
り
の
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

講
座
を
開
催
し
三
学
の
ま
ち
の
実
現
へ

健
全
で
心
の
通
っ
た
協
働
の
ま
ち
（
市
民
参
画
）

創
意
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
応
援

快
適
に
暮
ら
せ
る
便
利
で
美
し
い
ま
ち
（
都
市
・
交
流
基
盤
）

正
家
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

活
力
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
（
産
業
振
興
）

自
然
環
境
を
生
か
し
恵
那
峡
を
再
整
備

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

公民館講座

学校授業

公民館エレベーター

本年度のまちづくり特
集

主な事業

▲恵那峡を多様な観光需要に応えられる観光地に

▼国道19号の南側に広がる長島町正家地区▼三学のまち講座でまちづくりの手法を学ぶ

▲市地域元気発信事業で地域資源を活用した催しを開催

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

教育振興基本計画策定事業 ３００万円

国際理解教育推進事業 ３,０００万円

学校教育情報化推進事業 ３,８００万円

少人数指導教育推進事業 ３,７００万円

中央図書館読書活動推進事業 ２,６００万円

学校図書館読書活動推進事業 ２,３００万円

三学のまち推進事業 ８００万円

正家廃寺跡保存整備事業 ２,６００万円

県営スケート場の運営管理 １億１,１００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

広報えな発行事業 １,８００万円

放送運営事業 ７００万円

まちづくり市民協会支援 ３００万円

ＮＰＯ支援・育成事業 ４００万円

地域コミュニティーの充実 １,３００万円

地域づくり推進（基金活用）事業 ４,９００万円

地域の元気発信事業 ３,３００万円

国際交流・多文化共生の推進事業 ２００万円

新総合計画策定・進行管理業務 ９００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

商店街活性化事業・まちなか市の開催 ５００万円

企業誘致対策・新工業団地可能地調査事業 １億７,３００万円

中山間地域直接支払推進事業 ２億３,９００万円

学校給食地産地消推進事業 １００万円

公共林道整備事業・県単林道整備事業 １億２,５００万円

有害鳥獣捕獲対策事業 １,１００万円

県営中山間地域総合整備事業（恵那北部・恵那南部） １,４００万円

新しい観光メニューづくり事業 ８,３００万円

恵那峡の再整備事業 ６,７００万円

こんな事業を進めます
事業の名称 予算額

地籍調査事業 １億０,８００万円

正家第二土地区画整理事業 １,２００万円

道路橋りょう維持修繕事業 ３億１,１００万円

幹線道路・生活道路整備事業 ４億１,１００万円

明知鉄道施設維持修繕事業費等補助金 ５,８００万円

地方生活バス路線確保事業 １億５,１００万円

リニア沿線地域の整備計画事業 ２,１００万円

オフィスオートメーション推進事業 １億４,９００万円

ケーブルテレビネットワーク施設整備事業 １億１,５００万円
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申問　：問い合わせ　　：申し込み

　
第
3３
回
食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

検
定
試
験
は
、
同
日
に
全
国
で
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

検
定
試
験

□
と
き
　
７
月
１１
日
㈯ 

▽
基
礎

＝
午
前
９
時
１５
分
～
１０
時
１５
分
　

▽
３
級
＝
午
前
１０
時
４０
分
～
午
後

０
時
１０
分
　
▽
２
級
＝
午
後
０
時

半
～
２
時

□
と
こ
ろ
　
中
京
学
院
大
学
瑞
浪

キ
ャ
ン
パ
ス

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
受
験
で
き

ま
す
。

□
料
金
　
▽
基
礎
＝
３
３
０
０
円

▽
３
級
＝
４
７
０
０
円
　
▽
２
級

＝
７
３
０
０
円
　
▽
基
礎
、
３
級

併
願
＝
８
０
０
０
円
　
▽
２
・
３

級
併
願
＝
１
万
２
０
０
０
円

□
受
付
期
間
　
４
月
１
日
㈬
～
５

月
８
日
㈮

準
備
講
習
会

□
と
き
　
５
月
３０
日
、６
月
６
日
、

２０
日
、
２７
日
（
毎
回
土
曜
日
）
午

前
９
時
２０
分
～
午
後
０
時
半

□
料
金
　
２
０
０
０
円
（
１
回
で

も
４
回
で
も
同
一
金
額
）（
講
習

会
の
過
去
問
題
１
０
０
０
円
を
含

む
）

□
そ
の
他
　
検
定
試
験
を
希
望
す

る
方
は
、
電
話
で
資
料
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
中
京
学
院
大
学
中
京
短

期
大
学
部
健
康
栄
養
学
科（
田
中
）

志
０
５
７
２
―
６
８
―
４
５
５
５

（
内
線
２
１
１
）、
思
０
５
７
２
―

６
８
―
４
５
６
８

　
施
設
管
理
公
社
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

□
職
種
（
人
数
）　
❶
パ
ー
ト
職

員
＝
学
校
給
食
配
送
業
務（
１
人
）

❷
嘱
託
職
員
＝
市
役
所
宿
日
直
業

務
（
１
人
）

□
給
与
　
公
社
規
程
に
よ
る

□
対
象
　
❶
中
型
自
動
車
運
転
免

許
取
得
者
❷
資
格
な
ど
は
不
問

□
採
用
予
定
日
　
❶
５
月
２６
日
㈫

❷
６
月
２６
日
㈮

□
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参

し
、
施
設
管
理
公
社
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
期
間
　
４
月
１
日
㈬

～
３０
日
㈭
（
必
着
）

　
　
　
　
施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３

　
県
子
育
て
家
庭
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
の
「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー

ド
」
が
４
月
１
日
か
ら
新
し
く
な

り
ま
し
た
。詳
し
く
は
、県
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.pr
ef.gifu.lg.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
新
し
い
「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」

は
、
３
月
に
保
育
園
や
幼
稚
園
、

小
中
学
校
、
高
等
学
校
な
ど
を
通

じ
て
配
布
し
ま
し
た
。

　
お
子
さ
ん
が
学
校
な
ど
に
通
っ

て
い
な
い
世
帯
の
方
へ
は
、
社
会

福
祉
課
や
各
振
興
事
務
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

□
対
象
　
❶
県
内
に
住
ん
で
い
る

１８
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

（
国
籍
は
不
問
）
❷
妊
娠
中
の
方

が
い
る
世
帯

□
申
し
込
み
方
法
　
こ
ど
も
子
育

て
支
援
室
の
窓
口
で
保
護
者
の
方

の
身
分
証
明
書
と
お
子
さ
ん
の
保

険
証
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
保
険

証
な
ど
の
写
し
と
８２
円
分
の
切
手

を
同
封
の
上
、
県
子
育
て
支
援
課

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
が
平
成
２７
年
３
月
３１

日
ま
で
の
カ
ー
ド
は
、
各
自
で
破

棄
し
て
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
良
好
な
景
観
を
つ
く

る
た
め
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
建
造
物
や
樹
木
を
景
観
重
要
建

造
物
・
樹
木
と
し
て
指
定
し
ま
す
。

指
定
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
候
補
を
募
集
し
ま
す
。

　
指
定
に
よ
り
、
市
民
共
通
の
財

産
と
し
て
広
く
知
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、積
極
的
に
保
全
す
る（
除

却
や
変
更
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
）
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
て
い
る
並
木
や
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
る
建
物
な
ど
を
、

ぜ
ひ
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
し
込
み
方
法
　
建
設
政
策
課

に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
と
位
置
図

を
添
え
て
直
接
持
参
す
る
か
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（http://w

w
w

.city.ena.
lg.jp/

）
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

□
募
集
期
間
　
随
時

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
建
設
政
策
課
（
内

線
２
６
８
）

　
　
こ
ど
も
子
育
て
支
援
室
（
内

線
１
９
２
）

　
　
　
　
県
子
育
て
支
援
課

〒
５
０
０
―
８
５
７
０
岐
阜
市
薮

田
南
２
―
１
―
１
志
０
５
８
―
２

７
２
―
８
０
７
７

　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
の
５
月

の
環
境
講
座
で
は
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し

を
使
っ
て
、
生
ご
み
を
良
質
な
堆

肥
に
す
る
処
理
方
法
を
学
び
ま

す
。

　
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
の
ブ
ロ
ッ
ク
処
理

法
や
畑
に
置
く
設
置
型
コ
ン
ポ
ス

ト
の
上
手
な
利
用
法
な
ど
、
新
し

い
情
報
も
あ
り
ま
す
。

　
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
方
で
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
５
月
１３
日
㈬
午
前
９
時

半
～
１１
時

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
２
０
０
円（
材
料
費
）

□
そ
の
他
　
参
加
者
に
は
、
Ｅ
Ｍ

ぼ
か
し
を
３
個
進
呈
し
ま
す
。

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
、
火
曜

日
休
館
）  

     
     

     
  　　　　

　市では、森林の多面的機能を発揮させるために、間伐を推進
することが最も重要と考え、間伐事業に対する市単独補助や未
利用材搬出補助など、さまざまな施策で間伐を進めています。
　本年度は、山の手入れができる人材を養成するため、「清流
の国ぎふ森林環境税」を活用して、里山林整備の技術講座を開
催しました。また市内小学生を対象に、森林を考える切っ掛け
づくりをしてもらうために森林環境教育講座を開催しました。
　昨年度の活動実績は次の通りです。
里山林整備の技術講座

□内容　「山しごと手習い塾」３回
の連続講座（人工林間伐の考え方、
密度管理と選木、チェーンソーの
使い方、山での伐木実習、 伐木実
習）
□参加者数　市民７人
森林環境教育講座

□内容　自然観察、間伐作業見学
と間伐体験、ネイチャークラフト
製作など
□参加者　市立大井小学校４年生
５３人、市立山岡小学校６年生４７
人、市立武並小学校４年生３４人
　　農林課（内線３７０）

　
平
成
２４
年
１１
月
に
経
口
生
ポ
リ

オ
予
防
接
種
は
、
不
活
化
ポ
リ
オ

予
防
接
種
に
切
り
替
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
四
種
（
三
種
混
合
＋
不

活
化
ポ
リ
オ
）
混
合
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
始
ま
り
、
不
活
化
ポ
リ
オ

や
三
種
混
合
予
防
接
種
の
対
象
者

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
不
活
化
ポ
リ
オ
や
三
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
る
方
は
、

合
計
４
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。

７
歳
６
カ
月
未
満
の
方
で
、
４
回

の
接
種
が
終
了
し
て
い
な
い
方
は

早
め
に
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
な
お
本
年
度
は
、
集
団
予
防
接

種
の
日
に
ち
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

母
子
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
で
接
種
日

を
確
認
し
、
２
週
間
前
ま
で
に
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
方
は
不
活

化
ポ
リ
オ
と

三
種
混
合
を

接
種
す
る
必

要
は
あ
り
ま

せ
ん

　
　
健
康
推
進
課
（
内
線
２
８
３
）

案
内

募
集

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

建
物
や
樹
木

食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
検

定
試
験

「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」
が
新

し
く

施
設
管
理
公
社
の
職
員

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
で
生
ご
み
堆

肥
化
講
座

問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

不活化ポリオと三種混合

予防接種は済みましたか

申
・
問

問

▲新しい「ぎふっこカード」

問 お
わ
び
と
訂
正

　
本
紙
３
月
１５
日
号
１７
㌻
に
掲

載
し
た
、「
４
月
の
不
燃
・
資

源
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
、

大
井
町
９
区
の
収
集
日
を
８
日

㈬
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
９
日
㈭
で
す
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
環
境
課
（
内
線
１
１
４
）

森林環境税で里山林整備などを実施

▲チェーンソーで間伐実習

▲根の上高原で自然観察

▲生ごみの堆肥化を学ぶ
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
恵
那
こ
と
ぶ
き
結
婚
相
談
所
で

は
、
市
内
の
結
婚
相
談
員
が
個
別

に
相
談
に
応
じ
、
す
て
き
な
出
会

い
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
相
談
の
日
時
や
場
所
は
次
の
通

り
で
す
。
皆
さ
ん
、
気
軽
に
利
用

く
だ
さ
い
。

【
恵
那
会
場
】

□
と
き
　
毎
月
第
３
火
曜
日
午
後

６
時
～
８
時

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

【
岩
村
会
場
】

□
と
き
　
毎
月
第
３
土
曜
日
午
後

２
時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

【
共
通
】

□
対
象
　
市
内
在
住
で
、
真
剣
に

結
婚
を
希
望
す
る
方
。
女
性
の
方

は
市
外
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

□
そ
の
他
　
い
ず
れ
も
事
前
の
予

約
が
必
要
で
す
。

※
相
談
日
が
休
館
日
の
場
合
、
そ
の

翌
日
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
恵
那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
ふ
る
さ
と
活
力
推
進

室
内
）
志
２
６
―
２
２
６
６

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
す
こ
や

か
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
病
気
の

早
期
発
見
と
早
期
治
療
は
健
康
管

理
の
基
本
で
す
。
健
康
な
毎
日
を

送
る
た
め
、
１
年
に
１
度
健
康
診

断
を
受
け
て
自
分
の
健
康
状
態
を

知
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
５
月
１
日
㈮
～
６
月
３０

日
㈫

□
と
こ
ろ
　
市
内
の
医
療
機
関

□
対
象
　
昭
和
１５
年
３
月
３１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
と
、
６５
歳
以
上
で

障
が
い
認
定
に
よ
る
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

□
内
容
　
問
診
、
診
察
、
身
体
計

測
、
血
液
検
査
、
血
圧
測
定
、
尿

検
査
、
心
電
図
検
査
（
医
師
が
必

要
と
認
め
る
方
）

□
料
金
　
５
０
０
円

□
締
め
切
り
　
６
月
１９
日
㈮

※
申
し
込
み
後
に
受
診
券
な
ど
を

を
送
付
し
ま
す
。
平
成
２７
年
度
中

に
７５
歳
に
な
る
方
は
７５
歳
到
達
者

健
診
（
地
区
で
の
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
行
う
集
団
健
診
）
で
の
受

診
と
な
り
ま
す
の
で
、
別
に
案
内

し
ま
す
　
　
　
　

　
　
　
　
保
険
年
金
課
（
内
線
１

５
１
）

　
合
併
処
理
浄
化
槽
（
50
人
槽
以

下
）
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
工
事
を
始
め
る
前
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
市
内
に
浄
化
槽
の
設
置

を
計
画
し
、
公
共
下
水
道
や
特
定

環
境
保
全
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
の
処
理
区
域
外
の
方

※ 

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
済

み
か
工
事
着
工
済
み
の
方
、
販
売

を
目
的
と
す
る
住
宅
、
市
税
な
ど

を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
補
助
対

象
外
。
平
成
２８
年
３
月
末
ま
で
に

工
事
の
完
成
が
必
要

□ 

補
助
金
額
の
上
限
（
専
用
住
宅
）

▽
５
人
槽
＝
58
万
２
０
０
０
円

▽
７
人
槽
＝
66
万
４
０
０
０
円
　

▽
10
人
槽
＝
79
万
８
０
０
０
円

□
締
め
切
り
　
11
月
３０
日
㈪

□
そ
の
他
　
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
予
算
額
に

達
し
た
と
き
は
、締
め
切
り
ま
す
。

　
　
上
下
水
道
課
（
内
線
２
２
０
）

　
知
的
障
が
い
が
あ
る
方
の
療
育

手
帳
の
交
付
や
更
新
な
ど
の
た
め

　「家庭菜園を始めてみたい」
「将来、農業をやってみたい」
と考えている方を対象に、農業
の基礎知識や野菜の栽培方法な
どを学ぶ講習会を開催します。
□とき　５月～９月　▷講習会
＝火曜日午後７時～８時半　
▷現地研修＝日曜日午前９時～
１１時半
□講師 　 恵那農林事務所農業普

及課職員、ＪＡ職員、市内生産
農家
□定員　２０人程度（応募者多
数の場合は抽選）
□申し込み方法　電話か、申込
書に記入の上、ファクス、郵送
で申し込む
□締め切り　４月２７日㈪
　　　　〒５０９-７２９２（住所
不要）農林課（内線３７４）、思２５-

８９３３

　　【農業やる気発掘ゼミ（講習会・現地研修）日程表】

とき ところ 講座名 内容

５月１２日㈫ 市役所会議棟 夏野菜栽培技術講習❶ 夏野菜の育成管理

５月２４日㈰ 中山間農業研究所中津川支所 農作業機械実習 トラクターや管理機、草刈り機などの実習

６月９日㈫ 市役所会議棟 夏野菜栽培技術講習❷ 夏野菜の育成管理

６月２１日㈰ 中山間農業研究所中津川支所 トマトとナスの栽培実習 トマトとナスの育成管理

８月２日㈰ 市内生産農家 トマトの栽培実習 トマトの育成管理

８月１１日㈫ 市役所会議棟 秋野菜栽培技術講習❶ 秋野菜の育成管理

９月８日㈫ 市役所会議棟 秋野菜栽培技術講習❷ 秋野菜の育成管理

農業の基礎を学ぶ農業やる気発掘ゼミを開催

問申・

歌川広重

《東海道五拾三次
之内》

「日本橋　朝之景」

前期４/２㈭～５/１０㈰

の
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
希
望

す
る
方
は
、
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

１８
歳
以
上
の
方

□
と
き
　
５
月
２９
日
㈮
、 

８
月
２７

日
㈭
、 

平
成
２８
年
１
月
２８
日
㈭
午

前
１０
時
～
午
後
４
時

□
定
員
　
各
１２
人

１８
歳
未
満
の
方

□
と
き  

５
月
２５
日
、
８
月
１７
日
、

１１
月
１６
日 

、
平
成
２８
年
２
月
１５

日
（
毎
回
月
曜
日
）
午
前
９
時
半

～
午
後
４
時

□
定
員
　
各
４
人

共
通

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
西
庁
舎
１
階

相
談
室

□
料
金
　
無
料

□
持
ち
物
　
印
鑑
、療
育
手
帳（
更

新
の
方
）

□
そ
の
他
　
受
け
付
け
は
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　
社
会
福
祉
課
（
内
線
１

８
３
）

　
孔
子
と
そ
の
学
問
を
顕
彰
し
、

こ
と
し
も
古
式
に
の
っ
と
り
第
３１

回
孔
子
祭
「
釈せ

き

奠て
ん

の
儀
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
孔
子
祭
は
、
知
新
館
の
創
立
以

来
、
明
治
維
新
後
の
廃
校
ま
で
続

け
ら
れ
、
昭
和
６０
年
に
岩
村
城
築

城
８
０
０
年
を
記
念
し
て
復
活
し

た
祭
り
で
す
。

　
記
念
講
演
会
と
併
せ
て
、
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

釈
奠
の
儀

□
と
き
　
４
月
１１
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
前
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
知
新
館
正
門
前
（
岩

村
城
藩
主
邸
跡
）

※
雨
天
時
は
岩
村
コ
ミ
セ
ン

記
念
講
演
会

□
と
き
　
４
月
１１
日
㈯
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
内
容
　
▽
演
題
＝
「
藩
校
知
新

館
と
和
装
本
」　
▽
講
師
＝
高
橋

良
政
氏
（
元
日
本
大
学
教
授
）

共
通

□
料
金
　
無
料

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
３

３
１
）

　
恵
那
保
健
所
で
は
、
匿
名
で
エ

イ
ズ
の
無
料
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。

□
と
き
　
▽
実
施
日
＝
毎
月
第

２
・
４
木
曜
日
（
平
成
２８
年
２
月

は
第
４
木
曜
日
の
み
、
３
月
は
第

２
・
３
木
曜
日
）　
▽
受
け
付
け
＝

午
前
９
時
～
１１
時
１５
分

□
と
こ
ろ
　
恵
那
保
健
所

□
内
容
　
数
㍉
㍑
採
血
し
、
迅
速

検
査
を
行
い
ま
す
。
陰
性
の
場
合

は
、
採
血
後
約
３０
分
以
内
に
検
査

結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
迅
速
検
査
で
陰
性
と
確

認
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
確
認

検
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、

約
２
週
間
後
に
検
査
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

□
検
査
時
期
　
検
査
は
血
液
中
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
原
・
抗
体
の
検
査
で
す
。

感
染
し
て
も
、
す
ぐ
に
は
抗
体
が

で
き
な
い
の
で
、
感
染
の
機
会
か

ら
３
カ
月
以
上
後
に
検
査
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
完
全
予
約
制
で
す
。
平
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
の
間
に
電
話

予
約
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
２

５
９
）

案
内

第
３１
回
孔
子
祭
を
開
催

療
育
手
帳
に
関
す
る
診
断

と
相
談

す
こ
や
か
健
診
を
実
施

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

を
補
助

こ
と
ぶ
き
相
談
所
が
出
会

い
を
サ
ポ
ー
ト

エ
イ
ズ
の
無
料
検
査

申
・
問

問

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問

▲野菜の栽培方法を学ぶ

「描かれた東海道　歌わ
れた五十三次の旅」展

数多くの東海道ものを手掛けた広重の代表作「東海
道五拾三次之内」（保永堂版）と「狂歌入東海道」
の通称を持つ「東海道五拾三次」、二つの揃物（そ
ろいもの）をお楽しみください。
５月３日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料で
す。当日、受付係に「恵那市民です」と伝えてくだ
さい）
　　中山道広重美術館志２０-０５２２問

▲厳かに行われる儀式
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表１【雑種地のうち、宅地比準の土地の評価】

利用状況など
宅地比準区分

（宅地評価に対する割合）

造成済の駐車場、資材置場など（宅地と同等な場合） １００％

未造成の駐車場、資材置場など（軽微な造成が必要な場合）   ７０％

駐車が困難な土地など（整地のために造成がかなり必要な場合）   ２５％

私道、鉄塔敷地など   １０％

　
土
地
の
評
価
は
総
務
大
臣
が
定

め
る
「
固
定
資
産
（
土
地
）
評
価

基
準
」
に
基
づ
き
、
地
目
別
に
定

め
ら
れ
た
評
価
方
法
で
行
い
ま

す
。地
目
は「
宅
地
」、「
田
」、「
畑
」、

「
鉱
泉
地
」、「
池
沼
」、「
山
林
」、「
牧

場
」、「
原
野
」、「
雑
種
地
」
の
９

種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
の
評
価
上
の
地
目

は
、
登
記
簿
上
の
地
目
に
関
わ
ら

ず
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
（
賦
課

期
日
）
現
在
の
土
地
の
現
況
で
認

定
し
ま
す
。

　
評
価
替
え
基
準
年
度
の
価
格

は
、
価
格
調
査
基
準
日
で
あ
る
平

成
２６
年
１
月
１
日
の
地
価
公
示
価

格
や
不
動
産
鑑
定
価
格
な
ど
を
基

に
決
定
し
ま
す
。
評
価
額
に
は
固

定
資
産
評
価
基
準
に
よ
り
、
平
成

２６
年
１
月
１
日
か
ら
７
月
１
日
ま

で
の
半
年
間
の
地
価
変
動
を
反
映

さ
せ
て
い
ま
す
。

評
価
替
え
に
よ
る
主
な
見

直
し
点

❶
雑
種
地
の
評
価
を
見
直
し

　
雑
種
地
評
価
の
均
衡
と
税
負
担

の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
雑
種
地

の
う
ち
宅
地
比
準
の
土
地
に
つ
い

て
、
表
１
の
通
り
評
価
を
見
直
し

ま
し
た
。

❷
高
圧
線
下
に
お
け
る
土
地
の
評

価
を
見
直
し

　
高
圧
線
下
の
宅
地
や
宅
地
の
評

価
に
準
ず
る
土
地
に
つ
い
て
は
、

建
築
物
の
高
さ
制
限
や
建
築
制
限

な
ど
の
規
制
に
よ
り
、
一
般
の
土

地
に
比
べ
て
利
用
効
率
が
低
い
た

め
、
評
価
を
補
正
（
軽
減
）
し
ま

し
た
。

❸
都
市
計
画
税
の
課
税
区
域
か
ら

農
振
農
用
地
を
除
外

　
税
の
公
平
性
を
図
る
た
め
に
、

都
市
計
画
税
区
域
内
に
あ
る
「
農※

１

振
農
用
地
」
を
課
税
範
囲
か
ら
除

外
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
転
用
な
ど

の
規
制
が
か
か
っ
て
い
る
土
地
に

つ
い
て
除
外
し
た
も
の
で
す
。

※
１
「
農
振
農
用
地
」
と
は
、
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
よ
り
農

業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
に
指
定

さ
れ
た
土
地
の
こ
と

　
平
成
２７
年
度
は
、固
定
資
産
税
の
「
評
価
替
え
」
の
年
で
す
。
４
月
に
発
送
す
る
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
納
税
通
知
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
こ
の
評
価
替
え
を
反
映
さ
せ
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
土
地
や
家
屋
の
評
価
替
え
の
仕
組
み
や
主
な
見
直
し
点
、
よ
く
あ

る
質
問
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
税
務
課
（
内
線
１
３
４
）

　
平
成
２６
年
１
月
１
日
ま
で
に
建

築
さ
れ
た
家
屋
の
評
価
は
、
ま
ず

平
成
２４
年
度
の
再
建
築
価
格
（
同

じ
場
所
に
同
じ
家
屋
を
新
築
す
る

場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
費
用
）に
、

３
年
間
の
建
築
物
価
変
動
を
反
映

し
た
再
建
築
費
評
点
補
正
率
（
基

準
年
度
ご
と
に
設
定
）
と
経
年
減

点
補
正
率
（
築
年
数
に
よ
る
減
価

率
）
に
よ
る
補
正
が
行
わ
れ
、
評

価
額
が
決
ま
り
ま
す
。

●「
平
成
２７
年
度
家
屋
の
評
価
額
」

＝
「
平
成
２４
年
度
再
建
築
価
格
」

×
「
平
成
２７
年
度
基
準
再※

２

建
築
費

評
点
補
正
率
」
×
「
経
年
減
点
補

正
率
」

※
２
「
再
建
築
費
評
点
補
正
率
」

▽
平
成
２４
年
度
基
準
＝
木
造
家
屋

９９
㌫
、
非
木
造
家
屋
９６
㌫
　
▽

平
成
２７
年
度
基
準
＝
木
造
家
屋

１
０
６
㌫
、
非
木
造
家
屋
１
０
５

㌫

※評価額を見直すことで、評価額が上昇し、税額が増える場合があります

　過去 3年間における資産価格の変動に対応し、評価額を見
直すものです。
　固定資産税は固定資産の価格を適正に反映した価格「適正な
時価」を課税標準として課税されています。土地と家屋につい
ては、原則として 3年間評価額を据え置いています。これは
膨大な量の土地や家屋について、毎年度評価を見直すことが実
務的に不可能なためで
す。また、課税事務の
簡素化を図り、費用を
最小限に抑える観点か
らも、3年ごとに評価
額を見直す制度がとら
れています。

質問１

土地の評価額が下がっているのに、なぜ
税金が上がったの？
回答１

平成６年の評価替えから評価の均衡化を
図るため、土地公示価格の７割を目途と

して宅地の評価を行うことになりました。しかし税
額算定の基となる課税標準額も同時に引き上げる
と、納税者にとって大きな税負担となるため、徐々
に評価額に近づくよう負担調整措置が取られていま
す。そのため評価額が下がっても負担水準の低い土
地については、税金が上がることになります。

質問２

平成２３年に新築した家の税額が急に上
がったのは？
回答２

新築住宅で一定の条件を満たせば、新た
に固定資産税が課税されることになった

年から３年度分（長期優良住宅は５年度分）、３階
建以上の中高層耐火住宅は５年度分（長期優良住宅
は７年度分）に限り、１２０平方㍍までの居住部分
に相当する家屋の固定資産税の２分の１が軽減され
ています。この制度の適用期間が終了し、本来の税
額で課税されるようになったためです。

質問４

住宅を取り壊したら土地の固定資産税が
上がったのはなぜ？
回答４

住宅が建っている土地には、「住宅用地に
対する課税標準の特例」が適用されてい

ます。これにより土地の税額が軽減されていますが、
住宅を取り壊したり、住宅以外の用途に変更したり
すると、この特例の適用が外れ、本来の土地の税額
になるためです。

質問５

年の途中で、土地や家屋の売買、家屋の
取り壊しがあった場合の税金は？
回答５

固定資産税・都市計画税とも、１月１日（基
準日）現在の固定資産に対して課税しま

すので、その年度は課税の対象となります。月割り
や日割りすることはできません。また１月２日以降
に土地などを取得した場合や、建物を新築した場合
は、その年の１月１日には課税対象ではなかったの
で翌年度からの課税となります。

質問３

評価替え年度なのに、家屋の評価額が下
がっていないのはなぜ？
回答３

今回の評価替えでは、再建築費評点補正
率（建築物価の変動による補正）が木造

１０６㌫、非木造１０５㌫と１００㌫を上回った補正率
となったため（前回評価替え時は木造９９㌫、非木
造９６㌫と１００㌫を下回っていた）、その後経年減
点補正（築年数による減価補正）を行った結果、前
年度評価額を上回った家屋については、前年度の評
価額を据え置く措置がとられています。従って、建
築年次の古い家屋では評価替え年度でも、評価額が
下がらないことがあります。

問　：問い合わせ　

固
定
資
産
税
の
評
価
額
を
見
直
し

評価替えとは

土
地
の
評
価
替
え

家
屋
の
評
価
替
え

問

３年に1度
の見直しな
んだナ

皆さんから
もらう主な
質問に答え
るんだナ

よくある質問

市公式キャラクター
「エーナ」



　
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
通
し
て
、

社
会
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
受
講

者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

見
学
も
可
能
で
す
。

□
と
こ
ろ
・
と
き
　
▽
市
福
祉

セ
ン
タ
ー
＝
４
月
１
日
～
５
月

２７
日
（
毎
週
水
曜
日
）
午
前
１０

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

▽
岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
＝
４
月

３
日
～
５
月
２９
日
（
毎
週
金
曜

日
）
午
前
１０
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
３
時

□
対
象
　
障
害
者
手
帳
や
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
持
つ
方
（
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
、
難
病
疾
患
の
方

や
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
）

□
定
員
　
各
７
人
（
先
着
順
）

□
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、電
子
メ
ー
ル
、

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
な

ど
を
説
明
し
ま
す
。

□
料
金
　
２
５
０
円
／
回
（
別

途
資
料
代
が
必
要
）

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
、
筆
記
用
具
（
パ
ソ
コ
ン
が

な
い
方
に
は
、
先
着
４
台
ま
で

貸
し
出
し
が
可
能
で
す
）　

　
　
　
　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０

９
０
―
７
０
４
７
―
５
６
４
９
、

思
２
６
︱
１
９
８
５

　
モ
ン
ゴ
ル
村
で
は
、
本
年
度

の
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、「
モ
ン
ゴ
ル
村
春
ま
つ
り

２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
４
月
２５
日
㈯
午
前
１１

時
～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
モ
ン
ゴ
ル
村

□
内
容
　
上
矢
作
小
学
校
５
・

６
年
生
に
よ
る
福
寿
太
鼓
の
演

奏
（
午
後
１
時
）、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
（
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
大
道
芸
な

ど
）、
バ
ザ
ー
（
五
平
餅
な
ど

の
地
元
物
産
販
売
）、
ゲ
ル
の

無
料
見
学
な
ど

　
　
モ
ン
ゴ
ル
村
、道
の
駅
ラ
・

フ
ォ
ー
レ
福
寿
の
里
志
４
７
―

３
０
１
０

　
中
野
方
笠
置
神
社
春
の
例
大

祭
で
６
年
前
か
ら
奉
納
さ
れ
て

い
る
、
女
神み

輿こ
し

の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
当
日
は
み
こ
し
を

担
い
で
町
内
を
練
り
歩
き
、
笠

置
神
社
に
奉
納
し
ま
す
。
中
野

方
町
出
身
や
在
住
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
町
外
の
方
で
も
大
歓
迎

で
す
。

□
と
き
　
５
月
３
日
㈰
午
前
７

時
２０
分

□
と
こ
ろ
　
中
野
方
コ
ミ
セ
ン

集
合

□
対
象
　
女
性

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
❶

住
所
❷
氏
名
❸
電
話
番
号
❹
足

の
サ
イ
ズ
（
地
下
足
袋
を
履
く

た
め
）
︱
を
伝
え
る

□
締
め
切
り
　
４
月
２１
日
㈫

　
　
　
　
中
野
方
コ
ミ
セ
ン
志

２
３
︱
２
１
１
３

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
平
成
１１
年
５
月
に
日
本
大
正

村
村
長
に
就
任
し
、
１６
年
間
大

正
村
の
た
め
に
尽
力
し
続
け
た

女
優
の
司
葉
子
さ
ん
が
、
こ
の

た
び
村
長
を
退
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
新
村
長
に
は
、
名
古
屋
市
出

日
本
大
正
村
の
司
葉
子

村
長
が
退
任
へ

女
神
輿
の
参
加
者
を
募

集

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
受
講
者
を
募
集

▲新村長の竹下景子さん ▲退任する司葉子村長

▲小学生の福寿太鼓

モ
ン
ゴ
ル
村
の
春
ま
つ

り
を
開
催

お
わ
び
と
訂
正

　
本
紙
３
月
１５
日
号
6
㌻
掲

載
の
「
え
な
イ
ー
ス
ト
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
（
幼
児
ク
ラ
ス
）」

の
募
集
で
、
料
金
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

「
１
０
０
０
円
／
月
」
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
え
な
イ
ー
ス
ト
総
合
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
志
２
５
―
０

０
６
８
（
平
日
午
前
１０
時
～

午
後
３
時
）

身
の
女
優
、
竹
下
景
子
さ
ん
が

就
任
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い

ま
す
。

　
５
月
３
日
㈰
に
開
催
の
「
日

本
大
正
村
ち
ょ
っ
と
お
ん
さ
い

祭
り
」
で
、
村
長
の
引
継
ぎ
式

を
行
う
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
大
正
村
観
光
案
内
所
志
５

４
︱
３
９
４
４

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
５
月
１２
日
～
２６
日

（
毎
週
火
曜
日
）、
２８
日
㈭
午
前

９
時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
学
び
ま
す
。

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
１
３
０
０
円
程

度
が
必
要
で
す
）

【
ワ
ー
ド
で
チ
ラ
シ
を
作
ろ
う
】

□
と
き
　
５
月
１４
日
～
２８
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時
（
全
３
回
）

□
内
容
　
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ワ

ー
ド
を
使
い
、
図
形
や
表
、
イ

ラ
ス
ト
、
写
真
な
ど
を
入
れ
た

チ
ラ
シ
の
作
り
方
を
学
び
ま

す
。

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
０
円
程

度
が
必
要
で
す
）

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
先
着
順
）

□
受
付
期
間
　
４
月
１１
日
㈯
午

前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

※
初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
５

月
４
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば

優
先
し
ま
す
。
再
受
講
者
の
受

講
の
可
否
は
、
５
日
㈫
以
降
に

連
絡
し
ま
す

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

パ
ソ
コ
ン
の
５
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

問

問

問

申
・

問

申
・

問

問

申
・

　

最
近
で
は
、
学
校
や
市
役
所
、

公
民
館
な
ど
の
公
共
機
関
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
が

設
置
し
て
あ
る
こ
と
も
多
い
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
適
切
に
取

り
扱
う
人
が
い
な
く
て
死
亡
者
が

出
る
ケ
ー
ス
も
ま
れ
に
あ
る
よ
う

で
す
。
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
で

万
一
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
必
要
と
す
る
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
と
き
、
適
切
に

対
処
で
き
る
体
制
が
で
き
て
い
ま

す
か
。　

　
　
　
　

（
岩
村
町
・
浅
見
さ
ん
）

　
突
然
に
倒
れ
意
識
も
呼

吸
も
な
い
場
合
は
、
素
早

い
心
肺
蘇
生
法
の
実
施
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
、
救
命

の
た
め
に
大
変
重
要
で
す
。

　
当
市
で
は
市
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
１９
年
度
に
は
市
内
全
地

域
の
コ
ミ
セ
ン
や
小
中
学
校
、
保

育
園
、
福
祉
施
設
な
ど
の
市
の
施

設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
完
了
し
ま

し
た
。
ま
た
設
置
施
設
に
勤
務
す

る
職
員
を
対
象
に
普
通
救
命
講
習

を
実
施
し
、
全
て
の
職
員
が
心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
普

通
救
命
講
習
と
は
市
応
急
手
当
普

及
啓
発
要
綱
に
基
づ
い
た
３
時
間

の
講
習
で
、
応
急
手
当
練
習
用
の

人
形
を
使
っ
た
人
工
呼
吸
と
胸
骨

圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）、
練

習
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
り
扱
い
、
１
１
９
番
の
通
報

要
領
、
大
出
血
時
の
止
血
方
法
の

習
得
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
１
月
に
は
、
市
の
体
育

施
設
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必
要
な
場
面
に

実
際
に
居
合
わ
せ
た
職
員
が
、
心

肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
行
い
、
救
命
し
社
会

復
帰
し
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
消
防
課
）▲職員向けのＡＥＤ研修を実施

い
ざ
と
い
う
と
き
適
切

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
え
る
か

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催
するイベントや各種募集などを市内に
周知するためのコーナーです。（営利
目的・宗教・政治に関する掲載はでき
ません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合
政策課広報広聴係（内線３２４）

　　
年
間
を
通
じ
て
市
道
や
県
道
、

国
道
の
清
掃
や
維
持
活
動
を
行
う

団
体
へ
、交
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

市
民
の
手
に
よ
る
道
づ
く
り
に
積

極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
活
動
内
容
　
作
業
を
行
う
道
路

が
３
０
０
㍍
以
上
で
、
路
肩
の
草

刈
り
や
側
溝
清
掃
な
ど
を
年
２
回

以
上
実
施
。
沿
線
の
花
木
の
植
栽

や
維
持
活
動
も
助
成
対
象
で
す
。

□
交
付
金
額
　
市
道
１
０
０
㍍
当

た
り
２
０
０
０
円
が
上
限
。
た
だ

し
国
県
道
は
１
０
０
０
円
が
上
限

で
す
。

※
予
算
の
範
囲
で
限
度
額
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

□
対
象
団
体
　
自
治
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
、
有
志
団
体
な
ど
の
地
域
住

民
で
構
成
さ
れ
た
団
体
（
有
志
団

体
は
お
お
む
ね
５
人
以
上
で
、
会

員
名
簿
の
提
出
が
必
要
で
す
）

□
申
し
込
み
方
法
　
管
理
課
か
各

振
興
事
務
所
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
指
定
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（h
ttp

://w
w

w
.city

.en
a.

lg.jp/

）
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

毎
年
、
申
請
が
必
要
で
す
。

□
締
め
切
り
　
５
月
２９
日
㈮

※
詳
し
く
は
管
理
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
管
理
課（
内
線
２
５
２
）

　
市
茶
道
連
盟
の
協
力
に
よ
り
、

抹
茶
の
体
験
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
入
館
料
が
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
来
館
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
４
月
１８
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
そ
の
他
　
一
服
１
０
０
円
（
菓

子
付
き
）

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
３

３
５
）

案
内

申
・
問

問

▲みこしで祭りを彩る

▲市民の手でまちをきれいに

み
ん
な
の
道
愛
護
事
業
で

道
路
の
美
化
を
応
援

ひ
し
屋
資
料
館
で
の
抹
茶

体
験
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

募集中

　５月に１歳の誕生日を迎
えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１
人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸
生年月日❹性別❺電話番号
❻両親の氏名❼２８字以内
のコメント❽ケーブルテレ
ビ放映の可否－を添えて、
４月１５日㈬までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
総合政策課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３２４）

父 母

父 母父 母

父 母

父 母

父 母父 母

父 母

父 母

父 母
根﨑 春

はる

仁
ひと

くん

明智町

紀幸さん 裕子さん

１
歳
お
め
で
と
う

☆
春
く
ん
の
成
長

が
毎
日
楽
し
み
だ

よ
！
大
好
き
♡

安田 羽
は

那
な

ちゃん
大井町

行伸さん 里美さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
笑
顔
い
っ
ぱ

い
元
気
に
大
き
く

な
ぁ
～
れ
！

父 母
伊藤 秀

しゅう

介
す け

くん

東野

善秀さん 尚子さん

陽ひ

南な

子こ

姉
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
、
元
気

に
大
き
く
な
っ
て

ね
！

春日井 紬
つむぎ

ちゃん
山岡町

つ
む
は
わ
が
家
の

ア
イ
ド
ル
で
す
♡

伸
び
伸
び
お
お
ら

か
に
成
長
し
て
ね

父 母淳さん 聖乃さん父 母

父 母
加納 岳

やま

和
と

くん

長島町

稔己さん 綾さん

１
歳
お
め
で
と
ぉ

！
周
り
の
人
を
笑

顔
に
で
き
る
優
し

い
子
に
な
っ
て
ね

岡村 美
み

蘭
らん

ちゃん
明智町

隆史さん 麻里さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
元
気
い
っ
ぱ
い

大
き
く
な
っ
て
ね

♡
！！

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　岩村コミセンで「健
けんこう

幸づくりシンポジウム」が開催さ
れました。この日のテーマは「運動の効果と望ましい生
活習慣とは」。講演会では、食の健康や健康推進の事例
などが紹介され、パネルディスカッションでは、壇上の
５人がそれぞれの立場で健康について語りました。

　
大
井
小
学
校
で
、「
な
か
よ
し
交
流
会
」
が
開
か
れ
、
１
年
生

と
４
月
か
ら
新
１
年
生
に
な
る
園
児
ら
が
交
流
し
ま
し
た
。
１
年

生
は
「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
の
昔
話
を
す
る
中
で
、
縄
跳
び
や

け
ん
玉
な
ど
、
小
学
校
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
盛
り
込

ん
で
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
後
児
童
と
園
児
は
、
じ
ゃ
ん
け
ん
列

車
の
ゲ
ー
ム
で
楽
し
そ
う
に
体
育
館
を
走
り
回
り
ま
し
た
。

入学前に1年生と園児が交流

小栗 知
とも

佳
か

ちゃん

２月24日

運動と生活習慣を考える ２月２2日

　三郷小学校で、6 年生を送る会が開かれました。体育
館では、1 から 5 年生が学年ごとに準備した歌や器楽
演奏、クイズなどの出し物を披露し、6 年生への感謝の
気持ちを表しました。5 年生は、6 年生に個人個人の特
徴や活躍を賞にした感謝状を贈りました。

卒業を迎える６年生に感謝

地域特有の伝統芸能を楽しむ

　東野小学校 2 年生 7 人が東野の定
じょう

蓮
れん

寺
じ

川
がわ

に蛍の幼虫
と、その餌となるカワニナを放流しました。児童らは、
バケツに入った幼虫とカワニナを「蛍がたくさん飛ぶよ
うに」と願いながら川へ流しました。放流後には、川を
のぞき込み、幼虫などの様子を確認していました。

蛍がたくさん飛ぶように

　第25回市伝統芸能大会が恵那文化センターで開催さ
れ、伝統芸能などが一堂に会し披露されました。この日
は、文楽や歌舞伎、舞、囃

はや

子
し

などを13団体などが披露。
文楽や万歳では、小学生が演じる場面もありました。来
場者は、地域特有の伝統芸能や文化を楽しみました。

俊宜さん 絵美さん

三郷町

１
歳
お
め
で
と

う
！
蓮
の
笑
顔
は

パ
パ
と
マ
マ
の
宝

物
で
す
☆

遠山 蓮
れん

ちゃん

尚樹さん 未菜さん

こ
れ
か
ら
の
成
長

が
楽
し
み
だ
よ
♡

元
気
い
っ
ぱ
い
大

き
く
な
～
れ
！！

長島町

鈴村 優
ゆ

芽
め

ちゃん

岩村町

良昭さん 美緒さん

祝
１
歳
♡
誰
か
ら

も
愛
さ
れ
る
心
の

優
し
い
子
に
育
っ

て
ネ
♡

安田 紗
さ

彩
や

ちゃん

長島町

明弘さん 加奈さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
い
つ
も
た
く
さ

ん
の
幸
せ
を
あ
り

が
と
う
♡

鈴木 遥
はる

馬
ま

くん
大井町

恵介さん 香奈さん

は
る
く
ん
１
歳
お

め
で
と
う
！
元
気

に
た
く
ま
し
く

育
っ
て
ね
。

畔柳 光
こう

佑
すけ

くん

大井町

吉宏さん 美香さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
た
く
さ
ん
食
べ

て
大
き
く
な
ろ
う

ね

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

生田 詩
し

織
おり

ちゃん

大井町

智史さん 果さん

し
お
り
ち
ゃ
ん
１

歳
お
め
で
と
う
！

た
く
さ
ん
の
笑
顔

を
あ
り
が
と
う

早川 颯
はや

人
と

くん
長島町

和也さん 寿美さん

１
歳
お
め
で
と
う

☆
元
気
い
っ
ぱ
い

い
大
き
く
な
っ
て

ね
♡

４月生まれ

２月２2日

２月２7日２月２7日
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　「
懐
か
し
い
歌
を
み
ん
な
で
思
い
出
し

な
が
ら
歌
う
こ
と
で
、
元
気
や
笑
顔
を
与

え
た
い
」
と
話
す
の
は
、
長
島
町
の
野
村

昭
子
さ
ん
。
長
年
に
わ
た
り
、
市
民
向
け

の
出
前
講
座
な
ど
で
傾
聴
回
想
法
な
ど
を

広
く
伝
え
て
き
た
。

　
野
村
さ
ん
が
行
っ
て
い
た
の
は
、
傾
聴

回
想
法
や
、
銭
太
鼓
な
ど
を
手
作
り
し
て

演
奏
す
る
リ
ハ
ビ
リ
の
講
座
。

　
傾
聴
回
想
法
と
は
、
懐
か
し
い
歌
を
聴

い
た
り
歌
っ
た
り
し
な
が
ら
、
昔
の
思
い

出
を
回
想
し
、
脳
や
心
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
い
う
も
の
。
野
村
さ
ん
が
講
座
の
た

め
に
作
成
す
る
資
料
は
、「
ふ
る
さ
と
」

や
「
富
士
山
」
な
ど
、
子
ど
も
の
頃
に
親

し
ん
だ
よ
う
な
歌
詞
が
手
書
き
の
文
字
で

書
き
連
ね
て
あ
り
、
素
朴
な
挿
絵
も
描
か

れ
て
い
る
。「
私
た
ち
高
齢
者
に
は
、
機

械
で
打
ち
込
ん
だ
文
字
よ
り
、
手
で
書
か

れ
た
文
字
の
方
が
親
し
み
が
湧
き
読
み
や

す
い
の
」
と
言
う
。
温
か
み
の
あ
る
そ
の

字
や
絵
は
、
野
村
さ
ん
の
人
柄
が
そ
の
ま

ま
表
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
ま
た
銭
太
鼓
や
花
が
さ
を
手
作
り
し
、

懐
か
し
い
歌
に
合
わ
せ
な
が
ら
演
奏
す
る

と
い
う
講
座
で
は
、
食
品
用
ラ
ッ
プ
の
芯

や
魚
焼
き
用
の
網
な
ど
、
身
の
周
り
の
物

が
材
料
。
既
製
の
楽
器
を
買
う
の
は
簡
単

だ
が
、
自
分
た
ち
で
工
夫
し
な
が
ら
手
作

り
す
る
こ
と
は
、
既
製
品
で
は
味
わ
え
な

い
楽
し
さ
や
満
足
感
が
得
ら
れ
る
。「
初

対
面
同
士
で
も
、
同
じ
物
を
手
作
り
す
る

過
程
で
、
自
然
と
交
流
が
生
ま
れ
心
が
通

じ
合
っ
て
い
く
」
と
、
面
白
さ
を
話
す
。

歌
や
音
楽
が
苦
手
な
人
で
も
、
懐
か
し
い

歌
に
合
わ
せ
て
手
を
動
か
し
音
を
紡
ぎ
出

す
こ
と
で
、
自
然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
の

だ
と
言
う
。

　
市
民
講
座
や
生
き
が
い
大
学
、
各
地
の

福
祉
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
活
動

し
て
き
た
野
村
さ
ん
は
、「
こ
れ
ま
で
の

人
生
で
得
た
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会

い
が
宝
物
」
と
話
す
。

　
座
右
の
銘
は
「
美
し
く
老
い
る
」。
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
こ
る
毎
日
で
も
、「
ひ

と
と
き
で
も
心
か
ら
笑
え
る
瞬
間
が
あ
れ

ば
幸
せ
」
と
、
輝
く
瞳
で
語
っ
た
。

▲手作りの銭太鼓を歌に合わせて演奏

懐かしい歌で心を潤す
傾聴回想法などの講師を長年務める

□プロフィール

幼い頃から民謡や舞踊などに親しむ。芸名の
「野村千恵」で活動。唄や三味線、踊りの会「千
恵民謡豊松会」の会主も務める。

野
の

村
む ら

 昭
あ き

子
こ

 さん　８８歳

長島町正家

恵那で輝いている旬な人を紹介します

３月１日
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１２６

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

１カ月にわたる「ひなまつり」

　岩村町本通りなどで「いわむら城下町のひなまつり」
が４月３日㈮まで開催されています。約110カ所には、
江戸時代から伝わるひな人形や町民手作りの土びなな
ど、約3,000体を展示。きれいな着物を羽織る企画な
ど多くの催しが行われ、来場者を楽しませています。

三郷町の史跡を巡り歩く

　三郷町で第23回町民こぞって歩こう会が開催され、
90人が参加して、地域の史跡などを巡りながら歩きま
した。参加者は、４グループに分かれ、ノルディックウ
オークをしながら歩いたり、地域の人と話に花を咲かせ
たりして、約5㌔の道のりを楽しんでいました。

佐藤一斎の教えをアニメに

　佐藤一斎の教えをアニメーション化した「おじいちゃ
んとぼく」上映会と馬頭琴などのコンサートが岩村コミ
センで開催され、約300人が来場しました。アニメの
主題歌の披露もあり、市内の4小学校の児童ら20人が
歌手や演奏者と共に登壇して、熱唱しました。

国道418号の工事が始まる

　飯地コミセンで、「付替国道418号飯地地区中心杭
くい
打
う

ち式」が行われました。壇上では、来賓や飯地小学校6
年生が中心くいを打ち込みました。新丸山ダム建設事業
に伴い、八百津町から飯地町中心部までの約3.5㌔の国
道418号の付け替え工事が始まることになります。

正家廃寺の発掘状況を報告

　昨年度から5年計画で発掘調査を行っている史跡正
家廃寺跡で、調査状況が公表されました。本年度は、伽

が

藍
らん

地東方区画中央部を調査。幅が約40㌢、深さが5か
ら10㌢ほどの４本の溝や、柱があったと思われる穴が
確認された他、陶器などの小片が出土しました。

市立恵那病院の建設に着手

　新しい市立恵那病院の建設が始まることに当たり、安
全祈願祭が建設予定地で行われました。可知市長は「市
が始まって以来の大きな事業で、市民にとっては待望の
病院の整備となる」などとあいさつしました。平成28
年９月の完成を目指し、建設に取り掛かります。

３月７日

３月７日３月７日

３月8日３月17日
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！
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あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

【File No.　　 一条信能終焉跡 いちじょうのぶよししゅうえんあと（岩村町750）】

　1221（承久 3）年、後鳥羽上皇が鎌倉幕府打倒の兵を挙
げ、幕府によって鎮圧された事件を「承久の乱」という。一
条信

のぶよし

能は、承
じょう

久
きゅう

殉
じゅん

難
なん

五忠臣といわれる首謀者の１人で、幕府
軍と戦ったが敗れて捕らえられた。信能は、岩村城主遠山景

かげ

朝
とも

に伴われ鎌倉へ護送される途中、遠山荘岩村の相原で処刑
された。村人はこれを哀れみ、処刑地に祠

ほこら

を建てて霊を弔い、

立派な石祠（せきし）がまつられている厳邨神社

若宮社として供養を続けてきた。
　その後六百数十年を経て、明治天皇が中山道巡幸の折、勅
使を岩村へ派遣され祭祀料を賜った。また 1928（昭和 3）
年には、正三位贈位の恩命があった。
　現在は「巌

いわむら

邨神社」と称され、毎年 8 月第 1 土・日曜日
の両日に岩村町夏祭りとして祭礼を行っている。

1957（昭和 32）年に県指定の史跡となった。境内に設置された説明板の傍らには一本
の桜の木が立っており、毎年淡紅色の美しい花を咲かせる。桜の季節に訪れ、ご覧になっ
てはいかがだろうか。

太陽光で蓄電した無数のライト
が、夜になると自分で発光しま
す。３時間だけ見られたライト
ショーです。中野方町にネオン
が現れるすてきな時間でした。

棚田ネオン 

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで総合政策課広報広聴係へ提出する。
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